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研究成果の概要（和文）：　タンガニイカ湖産の基質産卵性カワスズメ類の血縁ヘルパーを伴う協同繁殖の新たな事例
を発見、検証し、社会進化の概略をおさえ、本単系統群の協同繁殖の社会進化の仮説を提唱することができた。また共
同的一妻多夫など複雑かつ多様な社会をもつ種あるいはその近縁だが非協同繁殖種の基礎的野外生態調査を実施できた
。また協同繁殖種の互恵的利他行動の可能性も示せた。
　全く不明だった共同的一妻多夫種で雌による配偶者の父性認識と保護の意思決定の操作のしくみを解明できた。産卵
時に雌は卵を産まない疑似産卵行動を頻繁に行った。雄は疑似産卵へも放精し、のべ放精回数の多さに基づき父性認識
、それに応じて子育てへの投資量を決めていた。

研究成果の概要（英文）：We found a cooperative breeding cichlid with related helpers from a new lineage, 
and we can say ca. 10 spp. of the cooperative breeding evolve in 4 times independently. Comparative study 
suggests several ecological conditions related to these cooperative breeding., and we propose a 
hypothesis for the ecological conditions associated with these social evolution.
 Field studies provided basic ecological information on breeding social structure of the cooperative 
polyandrous species. Finding to be noted was the revealing of the process of females control of male 
decision making on parental care investment. Spawning females performed pseudo-spawning frequently and 
control male's paternity recognition. We suggest this female control will be main social factors forming 
this polyandrous mating system, instead of previously considered male-male social interaction. We 
confirmed facial recognition in a cichlid first in fish, and suggested the reciprocal altruism in a dear 
enemy relation.

研究分野：行動生態学、進化生態学、認知行動学
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１．研究開始当初の背景 
 共同繁殖はヒト社会を含め複雑かつ社会
関係の発達した高度な社会でほ乳類や鳥類
で散見されている。ほぼ類似した共同繁殖が
魚類でも知られ注目されている。これまでタ
ンガニイカ湖シクリッド科魚類のランプロ
ロギ二族の約 80 種の中で３種が共同繁殖で
あると、また約 10 種がそうであろうと見な
されていた。このため更なる野外調査、大規
模な種間比較が望まれており、かつ可能であ
る。このためどのような種に共同繁殖が発達
しているのか、共同繁殖種が見せる共通性は
何か、これらの調査を行う必要がある。 
 また、共同繁殖魚は高い社会性のため社会
性認知能力も高いと予想されるが、具体的な
認知研究は、事実上あまり進んでいなかった。 
 協同的一妻多夫の動物にとり、雌のはたら
きが近年注目されてきている。最も大きな点
は、この配偶により、関与する複数雄がそれ
ぞれ自分の父性が高いとの認識にあるはず
である。逆に言えばその認識機構を逆手に取
り、雌は雄の父性認識を操作していると考え
られる。しかしながら、このテーマでのほ乳
類や鳥類での研究は困難を極めている。 
 
２．研究の目的 
 我々が独自に発見した、オブスキュルスの
共同繁殖を明確にする。主にネオランプロロ
ーガス属魚の共同繁殖魚を中心に種間比較
によりその進化をもたらす生態的要因を検
討する。また、これら共同繁殖魚の社会的認
知能力の検討する実験を行う。 
 また、協同的一妻多夫魚での雄の父性認識
の機構とそれに対する雌による雄の父性認
識操作の可能性を検証する。 
 
３．研究の方法 
 オブスキュルスの野外調査をタンガニイ
カ湖の捕食圧の異なる２点で行い、移動分散、
成長、生存率を調べ、共同繁殖の成立に与え
る、捕食圧の影響を評価した。 
 複数の研究からより一般性のある系統樹
を構成し、実際に共同繁殖の出現と系統関係
を調べた。 
 個体識別にどのような色彩模様が用いら
れているのか、複数種を用い、国内での水槽
実験により解明した。 
 協同的一妻多夫魚のトランスを用い、雄の
父性認識機構とそれがわかれば、雌による雄
の父性認識操作の可能性について水槽実験
にて検証、あるいは検討する。 
 
４．研究成果 
(1)オブスキュルスの共同繁殖の実態：本種
は共同繁殖のモデル魚といえるプルチャー
と比較しうるほどの確立された共同繁殖魚
であることがわかった。その稚魚の分散遅延
は、高い捕食圧が生態的要因として働いてい
ることがほぼ示された。これほどに捕食圧の
影響が高いことを示せた事例はほ乳類でも

鳥類でもない。性成熟に達した雌はある程度
の大きさになると縄張りをでて繁殖するよ
うになるが、雄は独身雄として、父親の縄張
り内にとどまることも明らかになった。これ
は鳥類やほ乳類にも見られてこなかった現
象で、研究者の注目を集めている。このほか、
ヘルパーが縄張りに留まるための「pay to 
stay」仮説検証実験も野外で行い、支持する
成果が得られている。 
(２) タンガニイカ湖の共同繁殖魚の系統発
生：最新の系統樹に基づき、本族では少なく
とも共同繁殖が５回独立に進化したことが
伺えた。さらに、Telmatochromis 属魚類では
共同繁殖の祖先種から非共同繁殖に戻った
ことが伺えた。共同繁殖魚の繁殖上の特徴は、
卵数が少ないこと、共同繁殖魚の親魚のサイ
ズが小さいことも種間比較から強く示唆さ
れた。更なる成果もあるが、未発表の成果で
もあり、それらの公表は控えたい。 
 
(３) 協同的一妻多夫魚の雄の父性認識と
雌による操作：我々が発見した共同的一妻多
夫魚のトランスを用いて、野外で得られた仮
説を室内水槽にて検証実験を行った。雌は２
雄の父性を混ぜ合わせ、２雄の子の保護を誘
導していると我々は漠然と考えていた。では、
雄はどのようにして父性を認識しているの
か、もしその認識があるのなら、雌はその認
識操作をしているのだろうかとの疑問を検
討する実験を行った。雌雄のペア産卵と１雌
２雄のトリオ産卵では、トリオ産卵で疑似産
卵が有意に多くなることを見いだした。卵数
は 50 前後とペアとトリオ産卵との違いはな
いが、疑似産卵ペアの 50 に比べ、トリオで
は 200 回にもなる。雌は一回の産卵行動で１
卵産卵し、そのつど雄は雌の体側で放精する。
疑似産卵とは産卵行動と似るが産卵しない
行動であるが、それにも雄は放精行動をとる。
雄の放精量を調べたところ、産卵、疑似産卵
ともに高い放精量が認められた。さらに雄の、
産卵時放精、疑似産卵時放精、総合放精回数
と、雄の卵保護時間の相関を見たところ、産
卵時放精とは相関はなく、疑似産卵時放精回
数、総合放精回数には高い相関が認められた。
さらに、雄の実際の遺伝的子供の数と保護時
間にも相関はなかった。これらのことは、雄
が放精回数に基づいて父性認識を行ってい
ることを示唆している。さらに、雌がトリオ
産卵で疑似産卵を多く行っているのは、少な
くとも結果として、両雄の父性認識を実際よ
り高く誘導する効果がある。これまでの魚類
の協同的一妻多夫での複数雄の子供による
クラッチは、このような行動での操作の結果
生じたものであると見なすことができた。 
 これらの成果は、今後の鳥類の協同的一妻
多夫の研究の方向性にも大きく影響すると
思われる。 
 
（４）顔認知に基づく個体識別：プルチャー
を用いた水槽実験から、本種が微妙に個体ご



とで異なる顔の模様を見分け、縄張り隣人か
そうでないかを瞬時にかつ正確に判定して
いることが明らかになった。このような識別
は魚類ではじめての報告である。さらに、共
同繁殖魚や順位や縄張りの発達した種類に
は、「顔」に個体変異の多い明瞭な模様が発
達していることも示された。このことは、社
会性の発達したタンガニイカ湖魚類では顔
による個体識別が広く見られることを示唆
している。この成果はほほすべての全国紙、
多数の地方紙をはじめネットニュースでも
多く報道された。 
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